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序
言
－
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
と
り
ま
と
め
の
主
旨

国
民
所
得
統
計
と
の
関
連
か
ら
み
た
県
民
所
得
統
計
発
展
の
意
義
と

重
要
性

県
民
所
得
統
計
の
発
展
過
程

県
民
所
得
標
準
方
式
と
そ
の
策
定
の
経
緯

　
（
以
上
第
十
八
巻
第
五
・
六
号
掲
載
）

県
民
所
得
の
新
標
準
方
式
と
そ
の
特
徴

１２３４５６ 　
改
訂
の
契
機
と
た
っ
た
諾
事
情

　
改
訂
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　
新
標
準
方
式
に
要
請
さ
れ
た
必
要
条
件

　
改
訂
の
具
体
的
な
方
向
と
目
標

　
改
訂
作
業
の
経
過

　
新
標
準
方
式
の
内
容
と
新
旧
比
較
か
ら
み
た
特
徴

（
以
上
第
十
九
巻
第
四
号
掲
載
）
。

新
標
準
方
式
に
よ
る
県
民
所
得
推
計
の
発
展
の
現
状

県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式

（
終
）
（
後
藤
）

　
　
１
　
新
標
準
方
式
に
よ
る
県
民
所
得
推
計
へ
の
移
行

　
　
２
　
新
標
準
方
式
に
よ
る
県
民
所
得
推
計
実
施
の
現
況

　
　
３
　
県
民
所
得
の
推
計
結
果
と
国
民
所
得
と
の
比
較

　
　
４
　
県
民
所
得
統
計
の
利
用
の
状
況

　
　
５
　
県
民
所
得
統
計
関
連
の
地
域
経
済
諸
統
計
発
展
の
現
状

　
　
　
（
以
上
第
二
十
巻
第
四
号
掲
載
）

　
七
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
と
残
さ
れ
た
諸
課
題

　
　
－
　
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点

　
　
２
　
新
標
準
方
式
移
行
後
に
残
さ
れ
た
県
民
所
得
統
計
の
諸
課
題

　
八
　
結
言

　
　
　
（
以
上
本
号
掲
載
）

　
七
　
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
と

　
　
残
さ
れ
た
諾
課
題

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め
が
、
種
々
の
事
情
に
よ
り
一
時
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
五
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

断
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
二
～
三
年
の
間
に
、
新
標
準
方
式
移
行
の
た
め

の
県
民
所
得
推
計
改
訂
作
業
は
、
全
県
に
わ
た
り
、
鋭
々
と
し
て
進
め

ら
れ
、
年
毎
に
推
計
結
果
の
公
表
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

現
在
に
お
い
て
は
、
従
前
の
旧
方
式
に
対
す
る
新
方
式
と
し
て
の
、
い

わ
ゆ
る
新
標
準
方
式
た
る
も
の
は
、
も
は
や
現
行
方
式
と
し
て
の
地
歩

を
占
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
各
県
の
県
民
所
得
推
計
は
、
旧
に
代
わ
る

新
標
準
方
式
を
公
式
の
現
行
標
準
方
式
と
す
る
軌
道
に
名
実
と
も
に
乗

り
移
り
、
経
常
的
に
整
備
発
展
を
推
進
し
て
い
く
べ
ぎ
新
し
い
発
展
段

階
を
す
で
に
足
並
み
揃
え
て
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
県
民
所
得
統
計
発
展
の
経
緯
を
新

標
準
方
式
策
定
完
了
な
い
し
発
足
の
時
期
ま
で
に
隈
っ
て
と
り
ま
と
め

る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
す
で
に
前
章
に
拍
い
て
は
、
新
標
準
方

式
発
足
直
後
の
各
県
民
所
得
推
計
作
業
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
右
述
の
よ
う
に
、
新
標
準
方
式
が
名
実
と
と
も
に
現
行

標
準
方
式
と
し
て
の
軌
道
を
本
格
的
に
歩
み
始
め
る
に
至
っ
た
現
在
ひ

段
階
で
、
あ
ら
た
め
て
、
今
次
の
画
期
的
な
改
訂
実
施
後
の
各
県
県
民

所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
を
見
直
す
と
と
も
に
、
新
標
準
方
式

移
行
に
よ
る
画
期
的
改
訂
一
段
落
の
あ
と
を
受
げ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
整
備
発
展
の
推
進
の
た
め
に
、
引
き
続
き
残
さ
れ
て
い
る
基
本
的
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
五
四
四
）

諸
課
題
を
列
挙
し
て
概
略
を
説
明
し
、
本
研
究
ノ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め

を
一
応
こ
こ
で
打
ち
切
る
こ
と
と
す
る
。

　
た
お
、
最
近
、
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
国
民
所
得
部
（
以
下
、
国
民

所
得
部
と
略
称
）
に
お
い
て
は
、
新
標
準
方
式
に
よ
る
県
民
所
得
推
計
の

改
訂
作
業
が
、
昭
和
四
十
六
年
度
分
推
計
完
了
を
期
と
し
て
一
応
一
段

落
し
、
過
去
の
時
系
列
に
遡
及
し
た
改
訂
作
業
の
成
果
も
ま
た
一
応
可

能
た
範
囲
で
の
整
備
を
達
成
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
膨
大
た
新
県
民

所
得
統
計
資
料
（
注
）
を
編
集
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
新
標
準

方
式
移
行
後
の
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
を
統
計
面
か
ら

具
体
的
に
示
す
一
大
道
標
と
し
て
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め
の
う
え
で
は
、
右
記
の
統
計
資
料

の
利
用
に
よ
る
県
民
所
得
統
計
の
計
数
的
な
分
析
、
検
討
に
及
ん
で
い

く
余
裕
は
な
い
が
、
同
資
料
所
載
の
概
述
編
を
は
じ
め
、
国
民
所
得
部

調
査
の
関
係
資
料
、
各
県
の
県
民
所
得
報
告
、
さ
ら
に
国
民
所
得
部
の

指
導
者
お
よ
び
各
県
の
推
計
当
事
者
等
か
ら
の
聴
取
事
項
等
を
参
照
し

な
が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
統
計
作
成
の
実
清
の
解
説
に
主
眼
を
置
い
た
。

　
（
注
）
　
こ
の
統
計
資
料
は
、
国
民
所
得
部
監
修
の
も
と
に
、
「
県
民
所
得
統

　
　
　
計
」
（
至
誠
堂
発
行
）
と
し
て
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
。



１
　
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点

　
さ
き
に
第
六
章
執
筆
の
際
に
は
、
新
標
準
方
式
に
よ
る
県
民
所
得
推

計
改
訂
作
業
の
進
捗
状
況
を
、
昭
和
四
十
四
年
度
分
推
計
終
了
時
現
在

の
段
階
で
と
り
ま
と
め
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
二
～
三
年
を
経
過

し
た
現
在
の
時
点
か
ら
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
も
は
や
今
次

の
画
期
的
改
訂
作
業
の
中
問
過
程
に
お
け
る
過
渡
的
成
果
を
示
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
ち
わ
、
そ
の
後
を
受
け
て
、
各

県
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
本
格
的
な
改
訂
作
業
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
、

昭
和
四
十
六
年
度
分
推
計
結
果
の
公
表
を
全
県
残
ら
ず
終
了
す
る
に
至

っ
た
現
在
に
ー
お
い
て
は
、
統
計
系
列
整
備
の
う
え
で
、
量
的
に
も
、
質

的
に
も
予
想
以
上
の
実
績
を
挙
げ
る
に
至
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
各
県
の

推
計
作
業
の
前
提
を
な
し
て
い
る
現
実
的
諸
条
件
か
ら
み
る
と
、
当
面

こ
れ
以
上
多
く
の
こ
と
を
今
直
ち
に
望
み
得
た
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
段

階
に
ま
で
ほ
ぽ
到
達
し
た
も
の
と
、
当
の
推
計
当
事
者
か
ら
は
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ま
、
こ
の
よ
う
な
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
を
よ
り

い
っ
そ
う
具
体
的
に
観
察
す
る
た
め
に
、
、
以
下
に
挙
げ
る
８
項
目
に
分

げ
て
、
今
少
し
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

０
Ｄ
　
新
標
準
方
式
の
計
算
体
系
に
よ
る
推
計
実
施
の
状
況

　
新
標
準
方
式
の
計
算
体
系
は
、
大
別
し
て
、
主
要
系
列
表
と
基
本
勘

定
表
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
別
に
、
各
県
に
、
お
げ
る
推
計
実
施

の
状
況
を
、
推
計
対
象
と
し
て
は
最
近
年
次
で
あ
る
昭
和
四
十
六
年
度

分
に
っ
い
て
、
一
覧
表
に
ま
と
め
て
表
示
す
れ
ば
、
第
－
表
に
・
示
す
と

お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
、
ま
ず
主
要
系
列
表
の
推
計
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
み

る
と
、
県
民
所
得
の
循
環
の
３
局
面
を
示
す
３
所
得
系
列
の
う
ち
、

「
産
業
別
県
内
純
生
産
」
と
「
県
民
所
得
の
分
配
」
の
２
系
列
に
つ
い

て
は
、
全
県
残
ら
ず
推
計
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新
標
準
方
式
に
お
い

て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
系
列
で
あ
る
、
　
「
県
民
総
支
出
」
お
よ
び
「
実

質
県
民
総
支
出
」
の
２
支
出
系
列
に
つ
い
て
は
、
現
在
な
お
、
前
者
は

２
県
、
後
者
は
５
県
が
推
計
未
実
施
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
県
民
所
得
の
支
出
系
列
の
推
計
の
実
施
に
，
つ
い
て
は
、
当

初
、
も
と
も
と
多
大
の
困
難
を
伴
た
う
と
予
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
新
標
準
方
式
が
マ
キ
シ
マ
ム
・
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
と
し
て
発
足
後
、

こ
の
よ
う
た
短
い
年
数
の
う
ち
に
１
、
ほ
と
ん
ど
全
県
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
の
大
多
数
の
県
で
兎
に
１
角
に
－
も
推
計
実
施
に
ま
で
漕
ぎ
っ
げ
る
と
は
、

当
初
に
お
い
て
は
む
し
ろ
考
え
得
ら
れ
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
五
四
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

一
〇
〇

（
五
四
六
）

況状の施実計推得所民県るよに式方準標新易県各国全表－第

）在現時表公分度年
４
６和昭（）す示を表公未はたま施実未は印Ｘ，

施実は印○（

外
定

県
勘

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
○
○
○
○
○
○
○
○
・
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
○

２
４

○

本
成
定

Ｉ
　
　
　
ｌ

資
形
勘

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
○
○
○
○
○
○
○
○
・
・

定

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

２
４

○

政
定

１
　
　
　
－

勘

財
勘

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
ｘ
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
×
○
２
４

○

人
定

１
１

本

個
勘

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
○
６
４

○

得
配
定

１
■

基
所
分
勘

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
５
４

○

産
定

１
１

生
　
勘

総
と
出

内
　
支

○
○
○
○
・
○
○
０
０
０
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

４
４

○

Ｉ
ｌ

県
総

質
民
出

ｌ
Ｉ

支

実
県
総
１
’

×
○
○
Ｘ
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
１
４

○

○
万
■

民
出

１
１

系

支

県
総

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
・
・
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
４
４

○

得
民
の
配

１
１

所

得

県
所
分

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
６
４

○

要
捌
産

１
１

主

生

業
純

内

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
６
４

○

１産
県

１
　
　
１

名

道
森
手
城
田
彩
島
潟
城
木
馬
玉
葉
京
川
梨
野
岡
山
川
阜
知
重
井
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島

）数

縄

海

奈

歌

県

沖

県

児

北
青
岩
宮
秋
山
福
新
茨
栃
群
埼
千
東
神
山
長
静
富
石
岐
愛
三
福
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
犬
宮
鹿

施
）
考

実
（

参
（



残
さ
れ
た
未
実
施
の
県
と
い
え
ど
も
、
遠
か
ら
ず
推
計
実
施
を
み
る
に

至
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
、
支
出
系
列
に
つ
い
て
の
推
計
の
実
施
は
、
そ
れ
自
身
、
県

民
経
済
の
分
析
の
面
で
、
か
ね
て
か
ら
待
望
さ
れ
て
い
た
需
要
分
析
に

寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
・
分
配
の
２
系
列
に
。
つ
い
て
の
推
計

の
実
施
と
相
侯
っ
て
、
県
民
所
得
の
循
環
構
造
を
組
織
的
に
二
貫
し
て

把
握
す
る
こ
と
を
可
能
た
ら
し
め
、
さ
ら
に
は
、
あ
と
で
述
べ
る
基
本

勘
定
の
作
成
を
可
能
な
ら
し
め
る
う
え
に
も
直
結
し
て
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
推
計
実
施
の
開
発
の
意
義
は
、
極
め
て

大
き
く
、
新
標
準
方
式
策
定
の
面
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
視
し
て
検
討

さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
要
系
列
表
に
■
「
個
人
所
得
」
と
一
，
個
人
支
出
」
の
２

系
列
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
系
列
に
つ
い
て
は
、
旧
標
準
方
式
当
時
よ

り
全
県
に
わ
た
っ
て
推
計
の
実
施
を
み
て
い
る
。
両
者
は
当
時
か
ら
受

げ
払
い
の
バ
ラ
ソ
ス
の
形
式
で
、
い
わ
ば
個
人
勘
定
と
し
て
仕
組
ま
れ

て
い
た
。

　
っ
ぎ
に
、
基
本
勘
定
表
の
作
成
実
施
の
状
況
に
っ
い
て
み
る
と
、
ま

ず
総
括
勘
定
で
あ
る
「
県
内
絵
生
産
と
総
支
出
勘
定
」
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
主
要
系
列
表
の
な
か
の
「
県
民
総
支
出
」
の
場
合
と
軌
を
一
に

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

し
て
、
僅
か
に
■
二
県
だ
げ
が
未
実
施
の
状
況
に
あ
る
。
五
つ
の
個
別
勘

定
に
つ
い
て
は
、
　
「
個
人
勘
定
」
は
右
述
の
ご
と
く
、
旧
標
準
方
式
当

時
か
ら
全
県
残
ら
ず
作
成
実
施
を
み
て
お
り
、
．
「
所
得
分
配
勘
定
」
は

１
県
、
　
「
財
政
勘
定
」
・
「
資
本
形
成
勘
定
」
・
「
県
外
勘
定
」
は
い
ず
れ

も
４
県
が
作
成
未
実
施
と
た
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
基
本
勘
定
表
の
全
般
的
採
用
は
、
新
標
準
方
式
に
お
い
て
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
最
も
大
き
な
特
色
を
な
す
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
作
成
実
施
に
つ
い
て
は
、
猪
一
に
「
県
民
総
支
出
」

の
推
計
実
施
に
■
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
軌
を
一
に
。
す
る
困
難
性
を
含

む
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
各
主
要
系
列
相
互
問
の
関
連
の
追
求
に
対
す

る
困
難
性
も
加
わ
っ
て
、
当
初
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
作
成
実
施
は

一
般
に
か
な
り
の
試
算
・
検
討
期
問
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
６
章
記

述
の
際
に
も
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
各
県
が
い
ち
早
く
実
現
に
乗
り

出
し
た
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
、
他
の
諸
県
に
比
べ
て
む
し
ろ
格
段
に
大

き
な
問
題
点
と
困
難
性
を
抱
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
、
東
京
都
を
は
じ

め
と
す
る
大
都
府
県
が
い
他
県
に
さ
き
が
げ
て
い
ち
早
く
、
主
要
系
列

表
の
推
計
実
施
に
引
き
続
き
、
基
本
勘
定
表
の
全
般
に
つ
い
て
の
作
成

を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
し
、
早
期
に
結
果
公
表
を
行
な
う
ま
で
に
漕
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
五
四
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

一
〇
二
　
（
五
四
八
）

）在現時表公分度年
４
６和昭（況状の施実計推訂改及遡表

タレフデ
●

５総民県
質
出

実
支４出支総民県

●

３の得所
民
配

県
分

慧
雌縣

榊

　
主
リ

）
ａ

｛

■

１

２
９
２
１
２
４
１
２
５

数
県
度
年
及
遡

度
度
度
度
度
度
度
計
年
年
年
年
年
年
年
推
３
０
３
５
３
８
３
９
４
０
４
１
４
４
未

４
６
計
合

２
９
２
１
２
４
１
２
５

数
県
度
年
及
遡

度
度
度
度
度
度
度
計
年
年
年
年
年
年
年
推
３
０
３
５
３
８
３
９
４
０
４
１
４
４
未

４
６
計
合

３
１
０
２
１
２
４
３
１
２

４
６

数
県
度
年
及
遡

度
度
度
度
度
度
度
計
年
年
年
年
年
年
年
推
３
０
３
５
３
８
３
９
４
０
４
４
４
５
未

計
合

４
１
６
２
１
２
３

数
県
向
年
及
遡

度
度
度
度
度
年
年
年
年
年
３
０
３
５
３
８
３
９
４
０

４
６
．
計
合

４
１
６
２
１
２
３

４
６

数
県
南
年
及
遡

度
度
度
度
度
年
年
年
年
年
３
０
３
５
３
８
３
９
４
０

－
計
合

こ出支総民県
質
じ

実
同

れ
８
３
度
，
よ
８

そ
（
年
県
お
，

は
県
３
５
１
２
，
７

で
３
９
　
　
，
で
が

ま
，
入
ｕ
ま
計

度
３
８
％
は
度
推

年
れ
８
５
で
年
未

４
０
ぞ
～
ま
４
４
び
県

県
ま
，
，

離
鵜
県

で
３
５
Ｃ
で
２

ま
，
県
ま
が

鞍
鶴
欝

４
０
¢
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４
５
未
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数
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０
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０
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未
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２
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２
８
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４
６

数
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年
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０
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０
４
４
未

３
９
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１
２
６
１
４
４
６
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度
度
度
度
度
計
年
年
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年
年
年
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５
３
８
３
９
４
０
４
４
未

数
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２
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２
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年
年
年
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３
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０
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２
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１
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０
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年
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年
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９
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４
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４
５
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４
６
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で
）
で
）

ま
％
ま
％

度
９
１
度
２
８

年
（
年
（

４
０
県
３
５
県



つ
げ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
事
実
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
遡
及
改
訂
推
計
実
施
の
状
況

　
各
県
に
お
い
て
は
、
新
標
準
方
式
へ
の
移
行
の
た
め
に
、
当
面
ま
ず

最
近
の
推
計
対
象
年
次
に
ー
つ
い
て
の
推
計
実
施
お
よ
び
結
果
公
表
に
専
・

念
し
た
が
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
新
標
準
方
式
に
よ
る
時
系
列
統
計
整

備
の
た
め
に
、
遡
及
改
訂
推
計
の
作
業
に
。
取
り
組
む
こ
と
と
た
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
遡
及
改
訂
推
計
の
実
施
は
、
各
県
の
事
情
の

相
違
に
ょ
り
、
必
ず
し
も
県
際
問
の
歩
調
は
一
致
せ
ず
、
当
面
最
小
限

度
必
要
と
さ
れ
る
二
～
三
年
度
の
遡
及
改
訂
か
ら
始
め
、
っ
い
で
区
切

り
よ
く
、
昭
和
四
十
年
度
ま
で
、
続
い
て
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
、
さ

ら
に
昭
和
三
十
年
度
ま
で
遡
及
し
て
の
改
訂
実
施
と
い
う
よ
う
に
。
、
駿

階
別
に
作
業
が
推
進
さ
れ
て
来
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
遡
及
改
訂
実
施
の
作
業
面
に
お
げ
る
困
難
や
制
約
は
、
過

去
年
次
に
遡
る
は
ど
、
基
礎
資
料
の
不
足
不
備
や
作
業
量
の
増
大
な
ど

の
悪
条
件
が
倍
加
し
、
ま
た
そ
れ
に
反
比
例
し
て
成
果
は
薄
れ
て
い
く

の
が
通
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
厭
わ
ず
、
各
県
に
お
い
て
は
、

繰
り
返
え
し
遡
及
改
訂
推
計
作
業
を
推
進
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
的
作
業
に
よ
り
到
達
し
て
い
る
遡
及

改
訂
推
計
実
施
の
成
果
を
全
県
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
て
み
る
と
、
第

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

２
表
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
、
各
県
の
遡
及
改
訂
推
計
実
施
の
状
況
を
、
推
計
対
象

ー
の
所
得
系
列
別
、
勘
定
別
に
、
遡
及
年
次
と
実
施
県
数
の
面
か
ら
、
概

括
的
に
と
り
ま
と
め
て
述
べ
れ
ぱ
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。

　
○
○
　
全
計
算
体
系
を
対
象
と
し
た
遡
及
改
訂
推
計
実
施
の
状
況

　
主
要
系
列
表
お
よ
び
基
本
勘
定
表
の
す
べ
て
を
含
む
全
計
算
体
系
を

対
象
と
し
た
遡
及
改
訂
推
計
と
し
て
は
、
す
で
に
八
○
％
以
上
の
県
が

昭
和
四
十
年
度
に
１
ま
で
遡
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、
昭

和
三
十
五
年
度
ま
で
の
遡
及
推
計
に
つ
い
て
は
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、

二
〇
％
足
ら
ず
の
県
が
、
昭
和
三
十
年
度
ま
で
の
遡
及
推
計
と
た
る
と
、

ま
だ
二
～
三
県
が
実
施
し
て
い
る
に
過
ぎ
た
く
、
全
計
算
体
系
に
わ
た

る
改
訂
推
計
の
実
施
は
、
過
去
年
次
に
遡
る
ほ
ど
極
わ
め
て
困
難
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、
全
計
算
体
系
に
わ
た
る
推
計
と
な
る
と
、
た
ん
た
る
改
訂
推

計
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
新
標
準
方
式
に
よ
る
、
い
わ
ぽ
県
民
所
得
勘

定
に
っ
い
て
の
新
規
推
計
と
い
う
意
味
の
方
が
大
き
く
た
っ
て
い
る
わ

げ
で
あ
る
。

　
四
　
主
要
系
列
表
に
つ
い
て
の
遡
及
改
訂
推
計
実
施
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
五
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

　
主
要
系
列
表
の
う
ち
、
県
内
純
生
産
・
県
民
所
得
の
分
配
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
年
度
ま
で
は
全
県
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
は
、
四
割

余
に
あ
た
る
二
〇
の
県
が
遡
及
改
訂
推
計
を
実
施
し
て
お
り
、
新
標
準

方
式
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
支
出
系
列
の
、
県
民
総
支
出
・
実
質
県
民

総
支
出
．
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
度
ま
で
で
区
切

る
と
、
約
四
〇
県
（
約
八
七
％
）
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
で
区
切
る
と
、

約
一
二
～
三
県
（
約
二
七
％
）
、
昭
和
三
十
年
度
ま
で
と
な
る
と
、
’
二
～

三
の
県
が
推
計
の
実
施
を
行
な
う
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
支
出
系
列

の
推
計
は
、
改
訂
と
い
う
よ
り
、
全
く
新
規
の
推
計
で
あ
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
働
　
基
本
勘
定
表
に
つ
い
て
の
遡
及
推
計
実
施
の
状
況

　
既
述
の
ご
と
く
、
基
本
勘
定
表
に
つ
い
て
は
、
個
人
勘
定
表
を
除
き
、

今
次
の
新
標
準
方
式
に
よ
り
初
め
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

遡
及
推
計
と
な
る
と
、
各
県
の
歩
調
は
か
た
り
不
揃
い
で
、
先
行
し
て

い
る
県
と
遅
行
し
て
い
る
県
と
の
問
に
、
か
な
り
の
懸
隔
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
－
勘
定
表
か
ら
第
６
勘
定
表
の
す
べ
て
と
な
る
と
、
昭

和
四
十
年
度
ま
で
に
遡
っ
て
は
、
四
一
～
四
四
県
（
全
県
の
八
九
－
九
六

％
）
が
推
計
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
に
遡
る
と
、

一
〇
県
余
（
二
二
％
余
）
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
度
ま
で
遡
る
と
な
る
と
、

僅
か
に
二
～
三
県
と
、
実
施
県
数
は
著
し
く
少
な
く
た
っ
て
い
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
五
五
〇
）

か
し
な
が
ら
、
未
実
施
の
た
か
に
数
え
ら
れ
て
い
る
県
の
な
か
で
も
、

内
部
的
に
試
算
を
重
ね
て
い
る
県
も
多
数
あ
り
、
遠
か
ら
ず
実
施
の
公

表
を
み
る
県
も
少
く
な
い
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
＠
推
計
結
果
の
精
度

　
今
次
の
新
標
準
方
式
の
策
定
に
お
い
て
は
、
た
ん
に
概
念
篇
だ
げ
に

止
ま
ら
ず
、
新
た
に
推
計
方
法
篇
を
設
け
、
推
計
方
法
の
標
準
化
と
推

計
結
果
の
精
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
述

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
県
民
所
得
の
推
計
方
法
は
、

各
県
各
自
に
採
用
し
て
い
た
推
計
方
法
の
な
か
か
ら
一
般
的
に
み
て
最

も
適
切
と
認
め
。
ら
れ
る
方
法
を
基
準
と
し
、
同
時
に
国
民
所
得
の
推
計

方
法
と
の
関
連
も
重
視
し
た
方
法
に
標
準
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、

新
標
準
方
式
移
行
後
の
県
民
所
得
統
計
の
推
計
結
果
の
精
度
は
、
各
県

一
律
に
画
期
的
た
向
上
を
み
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
い
ま
、
改
訂
県
民
所
得
統
計
の
推
計
結
果
の
精
度
検
証
の
一
般
例
と

し
て
、
県
民
所
得
主
要
系
列
各
県
推
計
額
の
全
県
合
計
額
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
と
は
理
論
上
一
致
す
べ
き
国
民
所
得
主
要
系
列
推
計
額
と
相
互
に

比
較
し
た
結
果
を
み
て
み
る
と
、
第
３
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
最
近

年
次
に
つ
い
て
は
、
二
～
三
％
の
開
き
に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
精
度

は
相
当
に
高
く
な
っ
た
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
。
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２
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１
得
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５

０

年
賊
・
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一
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〇
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６

６
４

０
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２
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０
９

和
県
１
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６
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１

踊
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６
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２
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０
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．
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１
得

４

０

年
蜥
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８
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４

２
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〇

１
６
・

５
４

８
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５
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９
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０
６
１

９
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０

０
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５
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５

３
５

Ｈ
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４

５

６

３

Ｏ

１

度

’
得

６

６

３

年
蹄
・

５
５

６
一
　
８
・

４
４

８
，

０
２

１
５

和
県
｝

１
５

昭

得

９

３

９

蹄
・

２
一
５

６
７

〇
一
７

１
，

９
，

７
，

国

Ｏ
Ｅ
Ｕ

９
４

．
■
ｏ
４

産

得
得

生

屯
糸

所
所

内

）
県

配

人

（国

分
固
｛

県
民
所
目
寸
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式

　
し
か
し
た
が
ら
、
こ
の
よ
う
次
合

計
額
な
い
し
総
額
の
比
較
検
討
か
ら

だ
げ
で
は
、
県
別
あ
る
い
は
構
成
項

目
別
の
精
度
に
つ
い
て
、
た
ん
的
に

評
価
す
る
に
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る

を
得
た
い
が
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
ほ
か
な
い
。

　
な
お
、
時
系
列
比
較
の
間
題
と
し

て
、
推
計
結
果
の
誤
差
が
連
続
年
度

に
お
い
て
正
・
負
の
方
向
に
示
さ
れ

る
場
合
に
は
、
対
前
年
増
加
率
の
算

出
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、

と
く
に
留
意
を
要
す
る
が
、
こ
れ
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
も
、

こ
こ
で
は
割
愛
し
、
他
の
機
会
に
譲

る
ほ
か
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
点
の
検
討
に

つ
い
て
の
記
述
を
こ
こ
で
差
し
控
え

る
の
は
、
も
っ
ば
ら
紙
数
の
関
係
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）
（
後
藤
）

あ
り
、
具
体
的
説
明
を
欠
く
と
し
て
も
、
改
訂
推
計
の
結
果
が
精
度
の

う
え
で
画
期
的
な
向
上
を
み
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
＠
　
推
計
結
果
の
公
表
時
期

　
県
民
所
得
の
年
々
の
確
定
推
計
は
通
常
過
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
実

施
さ
れ
る
。
そ
の
推
計
完
了
な
い
し
公
表
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
新
標

準
方
式
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
は
、
可
能
な
限
り
早
期
化
が
望
ま
し
い
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
推
計
対
象
年
度
の
翌
年
度
末
と
さ
れ
て
い
る

が
、
新
標
準
方
式
移
行
後
ま
だ
経
験
年
数
も
浅
く
、
推
計
業
務
を
経
常

的
に
，
進
め
て
い
く
う
え
に
、
、
い
ま
な
お
多
く
の
困
難
や
制
約
が
と
り
残

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
所
期
の
目
標
時
期
に
ま

で
到
達
し
て
い
る
県
は
少
た
い
。

　
こ
れ
を
最
近
年
次
の
昭
和
四
十
六
年
度
分
に
つ
い
て
み
て
も
、
第
４

表
倒
お
よ
び
岬
に
み
る
よ
う
に
。
、
ま
だ
相
当
の
遅
れ
を
み
て
い
る
県
も

あ
り
、
全
県
の
足
並
み
が
揃
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
新
標
準
方
式
移
行
の
た
め
の
改
訂
作
業
が
、
全
県
レ
ベ
ル

か
ら
み
て
も
、
よ
う
や
く
一
段
落
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
今
後
に
お

い
て
は
、
各
県
に
ー
お
け
る
年
々
の
県
民
所
得
推
計
作
業
も
経
常
的
な
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
五
五
一
）
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立
命
館
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十
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四
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〇
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五
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県
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期

度

１
■
　
　
　
０

　
　
　
　
　
　
　
１
３
２
３
２
４
３
５
４
１
ｏ
ｏ

０

１

３
５
３
１
７
１
５
２

２
７
３
５
３

５
３
１
４
１
４
１

○
リ
８
ｏ
０
７
‘
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ｏ
８
・
８
一
８
・
８
一
８
一

（
Ｏ
Ｆ
Ｏ
（
Ｏ
＾
０
８
・
８
．
８
一
８
・

　
　
０
７
１
一
Ｌ
ｏ
４
１
↓
７
”
ｏ
Ｅ
ｏ

時

年
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６
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８
・
８
・
８
・
８
一
８
一
８
一
８
一
７
一
４
４
４
４
４
４
４
４

８
一
８
一
８
一
８
・
８
一
８
一
８
８
一
８
・
８
一
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

８
一
８
一
８
一
７
一
８
一
４
４
４
４
４

８
一
８
一
８
一
８
．
８
一
８
．
８
一
４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４

４
４
４
４

８
一
８
一
８
一
８
・
８
一
８
一
８
一
４
４
４
４
４
４
４

瀦
分

Ｏ
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度

３
１
３
２
４
７
５
２

３
２
３
２
３
３
５
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３

２
５
３
５
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４
３
６
５
２
６
７

つ
リ
（
ｏ
１
８
６

８
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ｏ
５
４
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５
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５

７
一
７
一
７
一
８
一
７
一
７
一
７
一
６
一

７
一
７
一
７
一
７
一
７
一
７
一
７
一
７
一
７
一
７
一

７
一
７
一
７
一
７
一
７
・

７
一
７
一
７
一

７
一
７
一
７
一
７
一

７
一
７
・
７
一
７
一
７
一
４
４
４
４
４

７
一
７
．
７
一
７
一
４
４
４
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７
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７
一
７
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７
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７
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７
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３
３
３
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６
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４
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４
４
４
４
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名
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井
賀
都
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庫
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取
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島
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島
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媛
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岡
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崎
本
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海
北
青
岩
宮
秋
山
福
新

茨
栃
群
埼
千
東
神
山
長
静

歌

児

県

富
石
岐
愛
三

福
滋
京
大
兵
奈
和

鳥
島
岡
広
山

徳
香
愛
高

福
佐
長
熊
大
宮
鹿
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分
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度
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年
度

４
６
年

　
４
８
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）

　
表

分
公

度
内

年
度

４
５
年

　
４
７

１
（　
）

　
表

分
公

度
内

年
度

４
４
年

　
４
６

　
（

表公

期時
１
　
　
ｏ
り

１
０

Ｆ
ｏ
　
　
７
‘

Ｆ
Ｏ
　
　
■
」
Ｏ

１
↓
　
　
　
　
３

３

４

ｕ

４

１
０

７
　
　
２

４
　
　
　
　
１

１

３

１
５

３
　
７

４
　
４

ｏ
ｏ
　
１

１
↓
　
　
１
↓

１

月１

月２

月３

月４

月５

月６

月７

月８

月９

月
１
０

月ｕ

月
１
２

１
■
１
１
．
１
■

月
月
月

２
ｎ
ｏ
５

年
年
年

４
７
４
７
４
７

１
↓
１
１
一

月
月

ｎ
６
ｎ
６

年
年

４
６
４
８

１
２

月
月

２
３

年
年

４
５
４
７

４
６

４
６

４
６計合

道
に
乗
る
こ
と
と
た
り
、
実
績
確
定
推
計
の
公
表
時
期
の
早
期
化
が
一

斉
に
進
め
ら
れ
、
遠
か
ら
ず
、
新
標
準
方
式
の
示
す
目
標
時
期
に
各
県

揃
っ
て
到
達
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
七
年
度
分
実
績
推
計
に
つ
い
て
み
る
と
、
す

で
に
昭
和
四
十
九
年
十
月
末
ま
で
に
、
す
べ
て
の
県
が
推
計
結
果
の
計

数
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
公
表
す
る
ま
で
に
漕
ぎ
つ
げ
て
い

る
実
情
に
あ
り
、
続
く
昭
和
四
十
八
年
度
分
の
推
計
作
業
に
お
い
て
は
、

確
定
推
計
公
表
時
期
の
一
段
の
早
期
化
が
一
斉
に
進
め
ら
れ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。

　
　
　
速
報
（
簡
易
）
推
計
実
施
の
状
況

　
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
標
準
方
式
に
則
っ
て
推
計
が
行
在
わ
れ
る

■
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勘
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支
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総
総
総
総
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●

出支総質実
●

出支総
●

侃
噸
搬
槻
悩
慨
棚
悦
棚
惚
悦
慨
禍
棚

産
産
産
産
列
産
産

生
生
生
生
系
生
生

純
純
純
純
全
純
純

産
産
産
産
産

生
生
生
生
生

屯
屯
屯
屯
砲

糸
　
糸
　
糸
　
系
　
寿

産
産

生
生

純
純

出支総
●

配分
●

産生純

定勘全
●

出支総
●

配分
●

産生純

配分
●

産生純

　
定

　
勘

　
全

出
出

支
支

総
総

配
配

分
分

産
産

生
生

純
純

出支総
●

配分
●

産生純

　
定

　
勘

　
全

　
出一

支

　
総

　
配
配

　
分
分

産
産
産

生
生
生

純
純
純

産生純

○

○

○
　
　
○
○

○
　
　
　
　
○

○
○
○
○
○
○

○
　
　
　
　
○

○
○
　
○

○
○

○
　
　
　
○

○
○
○

○
　
　
　
○

○
　
○

○
　
　
○
○
　
　
○
○
○

○
　
　
　
○
　
○

○
　
　
○
○

○
　
　
　
○

○
　
　
　
　
　
○
○

○
○

○
○

○
○
　
　
　
○

○
○
○
　
○
○

○
○
○
　
○

○
○

○
　
　
　
　
○
○
○
　
○

道
森
手
城
田
形
島
潟

海ｂ
青
岩
宮
秋
山
福
新

城
木
馬
玉
葉
京
川
梨
野
岡

　
　
　
　
　
奈

茨
栃
群
埼
干
東
神
山
長
静

山
川
阜
知
重

富
石
岐
愛
三

井
賀
都
阪
庫
良
山

　
　
　
　
　
歌

福
滋
京
大
兵
秦
和

取
根
山
島
口
島
川
媛
知

鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高

岡
賀
崎
本
分
崎
島

　
　
　
　
　
児

福
佐
長
熊
大
宮
鹿

３
１
８８旭

１
３

２
０

訓数県

県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

一
〇
七
　
（
五
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

県
民
所
得
の
確
定
推
計
は
、
そ
の
推
計
完
了
な
い
し
公
表
の
時
期
が
ど

う
し
て
も
か
な
り
の
遅
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
に
、
早
期
利
用
の

要
請
に
却
応
し
か
ね
る
こ
と
に
た
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
県
で
は
、

推
計
の
内
容
や
方
式
を
簡
易
化
し
た
速
報
推
計
を
す
で
に
早
く
か
ら
試

み
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
速
報
（
簡
易
）
推
計
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
標
準

方
式
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
標
準
方
式
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
至

っ
て
な
く
、
各
県
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
に
よ
り
独
自
に
進
め
ら
れ
て
来
た

も
の
で
あ
る
が
、
利
用
上
の
見
地
か
ら
、
そ
の
向
上
発
展
に
対
す
る
要

望
は
最
近
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
新
標
準
方
式
移
行
後
は
、
各
県
と
も
当
面
遡
及
改
訂
作
業
に
追
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
速
報
（
簡
易
）
推
計
の
実
施
は
、
各
県
を
通
覧

し
て
み
て
も
、
必
ず
し
も
ま
だ
、
本
格
的
軌
道
に
乗
り
始
め
た
と
は
み

ら
れ
な
い
が
、
そ
の
状
況
を
一
覧
表
に
と
り
ま
と
め
て
示
せ
ぱ
、
第
５

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
第
５
表
の
示
す
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
述
べ
る
と
、
っ
ぎ
の
よ
う

な
事
情
に
あ
る
。

　
○
○
　
速
報
（
簡
易
）
推
計
の
有
無

　
速
報
（
簡
易
）
推
計
有
無
の
点
か
ら
県
数
を
挙
げ
て
み
る
と
、
っ
ぎ

一
〇
八

（
五
五
四
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
実
施
の
県
…
…
…
…
二
〇
県
（
四
四
％
）

　
　
検
討
中
の
県
…
：
…
・
二
二
県
（
二
八
％
）

　
　
未
経
験
の
県
…
：
…
二
二
県
（
二
八
％
）

　
四
　
推
計
内
容
別
実
施
状
況

　
推
計
内
容
と
し
て
、
ま
ず
主
要
系
列
表
別
に
み
る
と
、
っ
ぎ
に
示
す

と
お
り
、
生
産
面
・
分
配
面
の
系
列
を
対
象
と
し
て
い
る
県
が
多
く
、

支
出
面
の
系
列
に
ま
で
及
ん
で
い
る
県
は
比
較
的
に
少
な
い
。

　
　
県
内
純
生
産
…
…
…
・
三
〇
県

　
　
県
民
所
得
の
分
配
－
…
・
二
八
県

　
　
県
民
総
支
出
・
・
…
…
…
・
一
八
県

　
　
実
質
県
民
総
支
出
・
…
・
・
…
四
県

　
　
デ
フ
レ
ー
タ
ー
…
：
…
・
…
五
県

ｏ
ｏ
　
推
計
方
式

　
こ
れ
ら
の
速
報
（
簡
易
）
推
計
の
方
式
に
っ
い
て
分
類
し
て
み
る
と
、

っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
統
計
方
式
：
…
…
…
・
八
県

　
　
積
み
上
げ
方
式
…
…
一
八
県

　
　
そ
の
他
の
方
式
…
…
…
三
県



　
（
注
）
　
そ
の
他
の
方
式
に
は
、
統
計
方
式
・
積
み
上
げ
方
式
の
併
用
、
過
去

　
　
　
年
次
の
平
均
値
あ
る
い
は
前
年
度
の
計
数
の
準
用
な
ど
の
方
式
が
含
ま

　
　
　
れ
て
い
る
。

　
っ
ぎ
に
、
基
本
勘
定
表
に
ま
で
及
ん
で
速
報
（
簡
易
）
推
計
を
実
施

し
て
い
る
県
数
を
挙
げ
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
基
本

勘
定
表
の
推
計
と
な
る
と
、
新
標
準
方
式
策
定
後
初
め
て
の
試
み
と
し

て
推
進
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
主
要
系
列
表
の
推
計
に
比
べ
、

多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
、
確
定
推
計
の
場
合
よ
り
も
さ
ら

に
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
相
当
数
の
県
が
鋭
意

開
発
に
蓬
進
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
県
民
総
生
産
と
総
支
出
勘
定
－
…
二
一
県

　
　
県
民
所
得
分
配
勘
定
：
－
…
…
－
：
…
・
九
県

　
　
財
政
勘
定
：
…
…
…
・
…
：
：
・
…
…
・
…
七
県

　
　
資
本
彩
成
勘
定
…
…
…
…
：
・
…
・
・
…
七
県

　
　
県
外
勘
定
…
…
…
…
…
：
：
・
…
・
…
…
七
県

２
　
新
標
準
方
式
移
行
後
に
残
さ
れ
た
県
氏
所
得
統
計

　
の
諸
課
題

　
県
民
所
得
統
計
の
、
新
標
準
方
式
策
定
に
伴
た
う
大
幅
改
訂
実
施
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
か
ら
始
ま
っ
て
、
本
章
の
前
節
に
至
る
ま

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

で
、
か
な
り
詳
細
に
述
べ
て
来
た
が
、
顧
り
み
る
と
、
新
標
準
方
式
の

策
定
に
着
手
し
て
か
ら
九
年
余
、
策
定
完
了
を
み
て
か
ら
四
年
余
を
経

た
現
在
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
改
訂
作
業
の
実
質
的
な
一
段
落
を
み
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
名
実
と
も
に
新
標
準
方
式
に
移
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ー
、
改
訂
作
業
に
相
当
長
期
の
年
月
を
要
し
た
こ
と
は
、

県
民
所
得
の
推
計
な
い
し
県
民
所
得
統
計
の
作
成
が
、
理
論
面
と
実
際

面
の
両
面
に
わ
た
っ
て
い
か
に
複
雑
か
っ
困
難
な
問
題
を
擁
し
て
い
る

か
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
今
次
の
改
訂
が
い
か
に
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
新
標
準
方
式
に
ょ
る
県
民
所
得
推
計
改
訂
の

成
果
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
標
準
方
式
へ
移
行
と
い
う
統
計
的
整
備

の
段
階
を
一
段
落
さ
せ
る
ま
で
に
漕
ぎ
っ
げ
た
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
今

後
、
統
計
系
列
の
本
格
的
な
分
析
な
い
し
利
用
の
面
で
、
そ
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
現
す
る
た
め
に
は
、
分
析
な
い
し
利
用
目
的
の
展
開
に
即

応
し
た
統
計
整
備
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
、
よ
り
積
極
的
な
前
進
が

今
後
に
お
い
て
も
止
ま
る
と
こ
ろ
な
く
要
請
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
新
標
準
方
式
移
行
後
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
課
題
は
際
限
た
く
見
山
山
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
五
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

当
面
中
断
を
許
さ
れ
な
い
基
本
的
課
題
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
、
前
節
に

述
べ
た
県
民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
現
到
達
点
を
裏
面
か
ら
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
改
善
の
方
向
を
ト
す
る
た
め

の
参
考
と
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
¢
　
新
標
準
方
式
（
１
１
現
行
標
準
方
式
）
の
妥
当
性
の
検
討

　
い
わ
ゆ
る
新
標
準
方
式
た
る
も
の
は
、
現
在
に
お
い
て
は
、
す
で
に

名
実
と
も
に
現
行
標
準
方
式
と
し
て
の
地
位
・
役
割
を
も
つ
に
至
？
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
し
ぱ
し
ば
述
べ
て
来
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
、
所
期
の
目
的
ど
お
り
、
県
民
所
得
統
計
整

備
発
展
の
現
段
階
に
お
げ
る
許
要
請
に
即
応
し
た
妥
当
性
を
備
え
た
も

の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
同
方
式
へ
移
行
の
た
め
の
統
計
的
整
備
の

段
階
が
よ
う
や
く
一
段
落
し
た
現
在
に
お
い
て
、
推
計
作
業
の
実
際
的

経
験
の
面
の
み
た
ら
ず
分
析
・
利
用
の
応
用
の
面
な
ど
か
ら
、
あ
ら
た

め
て
再
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
は
、
当
面
の
基
本
的
課
題
の
最
た
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
新
標
準
方
式
策
定
の
基
本
的
目
標
を
顧
り
み
る
と
、
そ
れ

は
、
旧
標
準
方
式
が
そ
の
策
定
当
時
の
情
況
で
の
、
・
、
ニ
マ
ム
．
ス
タ
ソ

ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
標
準
方
式
策
定
当
時
の
現
況
か
ら
み

て
、
努
力
次
第
で
将
来
到
達
可
能
と
見
込
ま
れ
る
イ
キ
シ
マ
ム
．
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
五
五
六
）

ソ
ダ
ー
ド
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
は
、

旧
標
準
方
式
に
お
い
て
は
、
生
産
・
分
配
の
２
面
の
所
得
系
列
お
よ
び

個
人
所
得
系
列
た
ど
の
主
要
系
列
表
が
並
列
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た

に
－
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
標
準
方
式
に
お
い
て
は
、
県
民
所
得

の
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
全
面
的
に
と
ら
え
、
か
つ
有
機
的
に
関
連
づ

け
る
た
め
に
、
県
民
所
得
の
生
産
・
分
配
お
よ
び
支
出
の
３
面
の
す
べ

て
に
わ
た
る
主
要
系
列
表
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
基
礎
に
し
て
基
本
勘

定
表
を
仕
組
ん
で
い
く
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ぱ
県
民
所
得
勘
定
と
し
て
設

定
さ
れ
た
、
か
た
り
高
度
の
計
算
体
系
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
第
五
章
に
お
い
て
詳
し
く
記
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
基
本
目
標
の
設
定
の
過
程
で
は
、
一
応
賛
成
な
が
ら
も

時
期
尚
早
恋
い
し
実
施
上
の
力
量
不
足
と
す
る
主
張
や
諸
々
の
反
対
意

見
、
さ
ら
に
は
、
計
算
体
系
上
の
遊
戯
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
批
判
汰
ど

も
出
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
勘
定
移
式
の
導
入
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
当

初
案
よ
り
か
た
り
後
退
し
た
と
こ
ろ
で
結
着
し
た
た
ど
の
諸
事
情
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
、
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
推
計
実
施
の
段
階
を
経
て
み
る
と
、
前
節
に
述
べ
た

よ
う
に
、
一
般
の
予
想
を
上
回
り
、
全
県
に
わ
た
っ
て
、
か
な
り
早
い

時
期
に
、
新
標
準
方
式
の
目
指
す
水
準
に
ま
で
接
近
し
た
県
民
所
得
推



計
の
実
績
の
普
及
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
実
績
が
た
ん
に
統
計
上
の
形
式
的
整

備
に
と
ど
ま
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
分
析
・
利
用
上
の
有
用
性
に
っ
い

て
飛
躍
的
な
向
上
を
示
し
得
る
も
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
っ
い

て
の
本
格
的
た
評
価
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
の
評
価
と
並
行
し
て
、
新
標
準

方
式
が
県
民
所
得
統
計
の
整
傭
発
展
の
現
段
階
に
即
応
し
て
、
果
た
し

て
妥
当
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
は
将
来
の
整
備
発
展

の
正
し
い
方
向
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
新
標
準
方
式
が

推
計
作
業
上
名
実
と
も
に
現
行
標
準
方
式
と
し
て
普
及
・
実
施
さ
れ
る

に
至
っ
た
現
在
の
新
し
い
段
階
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
具
体
的
な
い

し
実
証
的
に
再
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
は
、
県
民
所
得
統
計
の
実
質

的
な
充
実
発
展
に
と
っ
て
、
直
接
的
問
接
的
に
大
き
な
貢
献
を
な
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
＠
　
精
度
の
向
上
改
善

　
県
民
所
得
統
計
が
そ
の
有
用
性
を
充
分
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
推
計

結
果
の
精
度
の
高
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
、
な
る
。
も
と
も
と
、

県
民
所
得
の
推
計
の
面
で
は
、
県
民
経
済
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
経
済

活
動
の
把
握
の
困
難
性
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
県
単
位
で
利
用
で
き

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

る
基
礎
資
料
が
不
足
な
い
し
空
白
と
た
っ
て
い
る
う
え
に
、
近
年
に
お

い
て
は
、
既
存
の
資
料
ま
で
が
年
々
縮
減
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
を
余
儀

た
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
基
礎
資
料
の
整
備
拡
充
が
、
県
民
所

得
統
計
の
緒
度
の
向
上
改
善
、
ひ
い
て
は
有
用
性
の
向
上
改
善
を
意
図

す
る
場
合
、
現
実
面
で
の
根
本
的
課
題
と
し
て
前
面
に
、
押
し
出
さ
れ
て

来
て
お
り
、
そ
の
解
決
こ
そ
先
決
間
題
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
れ
を
逆
に
み
る
と
、
県
段
階
に
お
げ
る
統
計
資
料
一
般
の
体
系
的

整
備
を
考
え
る
場
合
、
む
し
ろ
県
民
所
得
の
計
算
体
系
が
も
っ
と
も
総

合
的
た
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
た
意
味

か
ら
も
県
民
所
得
推
計
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
資
料
の
整
備
拡
充
は
、

た
ん
に
県
民
所
得
の
推
計
と
い
う
問
題
に
関
し
て
貢
献
す
る
だ
げ
で
た

く
、
統
計
資
料
一
般
の
整
備
拡
充
お
よ
び
利
用
度
の
向
上
に
つ
た
が
る

中
枢
的
な
課
題
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
＠
　
利
用
方
法
の
開
発
と
利
用
度
の
向
上

　
県
民
所
得
統
計
の
推
計
実
施
そ
の
も
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
戦
後

の
初
期
に
始
ま
る
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
利
用
面
に
お
げ

る
実
績
は
、
実
質
的
に
み
て
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
今
次
の
、
新
標
準
方
式
移
行
後
の
県
民
所
得
統
計
の
整
備
発
展
に

関
連
し
て
と
く
に
今
後
に
期
待
さ
れ
て
い
る
課
題
は
、
そ
の
利
用
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
五
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
四
号
）

の
開
発
と
利
用
度
の
向
上
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
県
民
所
得
の
標
準
方
式
に
お
い
て
は
、
推
計
結
果
の
利

用
の
面
に
ま
で
は
触
れ
る
に
至
っ
て
な
く
、
今
次
の
新
標
準
方
式
に
お

い
て
も
ま
た
、
そ
こ
ま
で
進
む
に
至
っ
て
な
い
が
、
新
標
準
方
式
に
よ

る
画
期
的
な
大
幅
改
訂
が
行
な
わ
れ
、
な
か
ん
ず
く
県
民
所
得
の
循
環

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
把
握
を
意
図
し
た
い
わ
ゆ
る
県
民
所
得
勘
定
と
し
て

の
計
算
体
系
が
初
め
て
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
遡
及
改
訂
推
計

の
実
施
も
一
段
落
を
み
た
現
在
、
そ
の
成
果
を
具
体
的
に
発
現
す
る
た

め
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
利
用
方
法
の
開
発
と
利
用
度

の
向
上
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

　
旧
標
準
方
式
当
時
の
県
民
所
得
統
計
に
比
較
し
、
新
標
準
方
式
に
よ

る
現
行
県
民
所
得
統
計
は
、
推
計
系
列
・
計
算
体
系
、
さ
ら
に
精
度
の

う
え
で
、
格
段
の
整
備
発
展
を
遂
げ
、
し
か
も
そ
れ
を
全
県
レ
ベ
ル
で

達
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
県
単
独
の
分
析
・
利
用
の
面
は
も
と
よ
り
、

県
際
比
較
や
国
民
所
得
と
の
比
較
の
ほ
か
、
広
範
囲
に
わ
た
る
分
析
・

利
用
目
的
の
た
め
の
応
用
の
面
で
、
著
し
く
利
用
条
件
を
向
上
・
改
善

し
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
た
い
。

　
各
県
当
局
・
関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
利

用
者
お
よ
び
研
究
者
が
、
こ
の
新
し
い
現
行
県
民
所
得
統
計
の
利
用
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
五
五
八
）

件
を
充
分
に
生
か
し
て
、
新
し
い
視
点
に
立
ち
、
新
し
い
手
法
を
駆
使

し
な
が
ら
、
利
用
方
法
の
開
発
と
利
用
度
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
要
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
利
用
方
法
の
開
発
と
利
用
度
の
向
上
の
た
め
の
新
し
い
試
み

の
な
か
か
ら
、
現
行
県
民
所
得
統
計
な
い
し
新
標
準
方
式
（
１
１
現
行
標
準

方
式
）
に
っ
い
て
の
問
題
指
摘
が
逆
に
行
た
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
県

民
所
得
統
計
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
整
備
発
展
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。

　
＠
　
速
報
（
簡
易
）
推
計
の
改
善
整
備
と
予
測
推
計
の
開
発

　
県
民
所
得
統
計
の
利
用
価
値
た
い
し
利
用
度
の
向
上
の
た
め
に
は
、

推
計
の
早
期
化
が
要
請
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
課
題
と
し
て
、

速
報
（
簡
易
）
推
計
の
改
善
整
備
と
予
測
推
計
の
開
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
推
計
の
実
施
た
い
し
研
究
は
、
数
多
く
の
県
に
お
い
て
は
、

す
で
に
早
く
か
ら
、
県
当
局
の
要
請
を
受
げ
て
、
自
主
的
に
、
ま
た
試

行
錯
誤
的
に
推
進
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
そ
の
最
近
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
前
節
に
概
略
を
述
べ
て
置
い
た
。

　
そ
れ
ら
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
新
標
準
方
式
へ
の
移
行
を
契
機
と
し

て
、
あ
ら
た
め
て
、
県
民
所
得
推
計
の
早
期
利
用
化
を
目
指
し
て
の
、

速
報
（
簡
易
）
推
計
の
改
善
整
備
、
さ
ら
に
は
、
予
測
推
計
の
開
発
が
、



そ
れ
ぞ
れ
の
県
当
局
か
ら
要
望
さ
れ
、
県
単
独
に
創
意
工
夫
や
研
究
を

進
め
る
か
、
県
相
互
間
に
経
験
や
意
見
を
交
換
す
る
た
ど
し
て
、
努
力

を
傾
注
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
推
計
に
関
し
て
は
、
標
準
方
式
そ
の
も
の
は
、
新
標
準
方

式
と
い
え
ど
も
、
直
接
と
り
あ
げ
る
に
至
っ
て
た
い
が
、
県
民
所
得
統

計
整
備
発
展
の
た
め
の
側
面
的
課
題
と
し
て
、
速
報
（
簡
易
）
推
計
の

改
善
整
備
や
予
測
推
計
の
開
発
は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
意
義
を
も

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
長
期
時
系
列
の
本
格
的
整
備

　
こ
れ
ま
で
ｏ
か
ら
＠
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
来
た
諸
課
題
は
、
新
標
準

方
式
移
行
の
一
段
落
を
み
た
あ
と
に
直
続
す
る
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
課
題
検
討
の
成
果
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に

は
、
県
民
所
得
統
計
の
長
期
時
系
列
に
つ
い
て
の
本
格
的
整
備
が
再
び

大
き
な
課
題
と
し
て
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
時
期
は
、
恐
ら
く
昭
和
五
十
年
度
分
を
末
端
年
次
と
す

る
際
に
訪
れ
、
時
系
列
と
し
て
は
、
多
分
昭
和
三
十
年
度
ま
で
に
遡
る

二
一
年
度
間
の
長
期
時
系
列
を
一
貫
す
る
と
こ
ろ
の
本
格
的
整
備
が
要

請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
長
期
時
系
列
に
つ
い
て
の
本
格
的
整
備
は
、
そ
の
時
期

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

に
至
っ
て
俄
か
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
な
く
、
前
記
の
よ
う
た
諸
課

題
の
具
体
的
検
討
の
成
果
を
集
大
成
し
て
識
り
込
ん
で
い
く
準
備
を
進

め
て
い
っ
て
こ
そ
、
目
的
を
達
成
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
見
遠
い
よ
う
で
近
い
前
途
を
も
つ
課
題
の
成
果
が
得
ら
れ
た

暁
に
は
、
そ
れ
は
新
標
準
方
式
（
Ｈ
現
行
標
準
方
式
）
を
基
準
と
す
る
県

民
所
得
統
計
整
備
発
展
の
段
階
を
象
徴
す
る
金
字
塔
と
し
て
の
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
課
題
達
成
の
た
め
の
地
道
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
今
か
ら
設
定
の
準
備
を
考
慮
し
始
め
て
も
、
決
し
て
早
過
ぎ
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
全
県
足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組
ん
で

こ
そ
、
充
分
た
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
◎
　
市
町
村
民
所
得
統
計
の
普
及
整
備

　
新
標
準
方
式
の
策
定
に
よ
る
県
民
所
得
統
計
の
、
今
次
の
画
期
的
改

訂
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
行
た
わ
れ
た
国
民
所
得
統
計
の
大
幅
改
訂
に

基
因
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
県
民
所
得
統
計
の
大
幅
改
訂
は
、
同
様

に
、
市
町
村
民
所
得
統
計
の
大
幅
改
訂
に
基
因
を
与
え
る
。

　
市
町
村
民
所
得
の
推
計
は
、
各
県
と
も
、
県
当
局
の
指
導
の
も
と
に
、

各
市
町
村
の
自
主
的
事
業
と
し
て
行
た
わ
れ
、
す
で
に
早
く
か
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
五
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
個
号
）

り
の
普
及
発
展
を
み
て
い
る
こ
と
は
、
第
六
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
今
次
の
県
民
所
得
統
計
の
画
期
的
改
訂
が
一
段
落
し
た
の
と
並

行
し
て
、
県
民
所
得
の
新
標
準
方
式
を
基
準
と
し
た
市
町
村
民
所
得
の

新
た
な
推
計
要
領
に
よ
り
、
各
県
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
の
も
と
に
、
逐
次

市
町
村
民
所
得
統
計
の
改
訂
な
い
し
新
観
推
計
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
普
及
発
展
は
、
県
民
所
得
統
計
の
整
備
発
展
に
も
直
属
的
な
関
係

を
も
つ
大
き
た
課
題
の
一
つ
を
た
す
も
の
と
し
て
、
各
市
町
村
の
前
進

的
な
取
り
組
み
と
県
当
局
の
積
極
的
な
指
導
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
¢
　
県
民
経
済
計
算
の
開
発

　
こ
れ
ま
で
度
々
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
今
次
の
県
民
所
得
の
新
標
準

方
式
の
策
定
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
県
民
所
得
統
計
の
画
期
的
改
訂
の
基

因
と
た
り
、
ま
た
基
準
と
た
っ
た
の
は
、
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
国
民
所

得
統
計
の
大
幅
改
訂
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
国
民
所
得
統
計
の
大
幅
改
訂

の
目
指
し
た
大
き
な
目
標
の
一
つ
は
、
国
民
所
得
勘
定
を
中
核
と
す
る

国
民
経
済
計
算
の
統
合
化
の
推
進
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
大
目
標
の
た

か
で
、
当
面
の
達
成
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
国
民
所
得
勘
定
と
産
業
連

関
表
と
の
統
合
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
国
民
所
得
統
計
の
大
幅
改
訂
の
達
成
目
標
と
た
っ
た
の
は
、
一

九
五
三
年
策
定
の
旧
国
連
標
準
方
式
（
略
称
旧
Ｓ
Ｎ
Ａ
）
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
五
六
〇
）

そ
の
後
、
　
一
九
六
八
年
抜
本
的
改
訂
を
み
た
新
国
連
標
準
方
式
（
略
称

新
Ｓ
Ｎ
Ａ
）
は
国
民
経
済
計
算
の
全
面
統
合
を
目
指
す
極
め
て
画
期
的
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
目
下
、
世
界
の
各
国
で
は
、
新
国
連
標
準
方
式

の
採
用
を
目
指
し
て
、
国
民
所
得
勘
定
の
画
期
的
な
改
訂
を
画
策
中
で

あ
り
、
す
で
に
部
分
的
に
は
新
国
連
標
準
方
式
を
採
用
す
る
に
至
っ
て

い
る
国
も
か
た
り
の
数
に
達
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
さ

き
に
旧
国
連
標
準
方
式
を
基
準
目
標
と
し
て
大
幅
改
訂
を
加
え
た
成
果

と
し
て
の
、
現
行
国
民
所
得
統
計
に
つ
い
て
、
新
国
連
標
準
方
式
の
採

用
を
意
図
し
た
、
さ
ら
に
画
期
的
た
大
幅
改
訂
を
再
度
加
え
る
べ
く
、

前
回
の
大
幅
改
訂
の
一
段
落
を
待
つ
問
も
た
く
、
国
民
所
得
部
が
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

局
に
あ
た
り
、
目
下
国
民
経
済
計
算
研
究
会
や
そ
の
規
模
・
機
能
を
本

格
化
し
た
国
民
経
済
計
算
調
査
会
議
を
設
置
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
実

施
を
目
指
し
、
鋭
意
研
究
や
試
算
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
県
民
所
得
統
計
の
整
備
発
展
の
過
程
を
顧
り
み
る
と
、

国
民
所
得
統
計
の
整
備
発
展
の
あ
と
を
一
～
二
段
階
の
遅
れ
を
も
っ
て

追
随
し
て
来
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
新
標
準
方
式
の
策
定
に

よ
っ
て
、
曲
り
な
り
に
も
県
民
所
得
勘
定
の
方
式
を
と
り
入
れ
た
あ
と

に
控
え
る
前
進
目
標
と
し
て
、
か
り
に
国
民
所
得
統
計
の
場
合
に
準
じ

て
考
え
る
た
ら
ば
、
県
民
経
済
計
算
の
整
備
統
合
と
い
う
、
こ
れ
ま
で



に
た
い
巨
大
な
課
題
が
前
途
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
と
た
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
県
民
経
済
計
算
の
整
備
統
合
と
い
う
問
題
と

た
る
と
、
県
民
所
得
勘
定
の
場
合
に
も
は
る
か
に
増
し
て
、
国
民
経
済

を
対
象
と
し
た
経
済
計
算
体
系
の
考
え
方
や
方
式
を
県
民
経
済
を
対
象

と
す
る
場
合
に
準
用
し
て
然
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
、
基
本

的
な
論
議
を
尽
く
す
こ
と
が
、
理
論
面
か
ら
も
、
実
際
面
か
ら
も
、
強

く
要
請
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
ま
た
、
こ
の
県
民
経
済
計
算
の
発
展
方
向
に
即
し
た
、
県
民

所
得
勘
定
以
外
の
関
連
計
算
体
系
の
発
展
の
実
績
と
し
て
は
、
第
六
章

に
お
い
て
も
記
述
し
た
ご
と
く
、
す
で
に
早
く
か
ら
、
多
く
の
県
に
お

い
て
、
産
業
連
関
表
の
作
成
の
実
施
な
い
し
企
画
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
一
都
の
県
に
お
い
て
は
、
資
金
循
環
勘
定
の
試
算
の
実
施
さ
え

も
み
ら
れ
て
お
り
、
県
民
経
済
計
算
を
構
成
す
る
諸
勘
定
の
一
部
に
っ

い
て
は
、
す
で
に
顕
著
な
実
績
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
の

で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
県
民
経
済
計
算
の
整
備
統
合
と
い
う
問
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
、
い
ま
す
ぐ
に
定

見
を
求
め
る
時
期
に
至
っ
て
い
た
い
が
、
新
標
準
方
式
移
行
後
の
県
民

所
得
統
計
な
い
し
県
民
所
得
勘
定
の
整
備
発
展
の
っ
ぎ
の
段
階
に
登
場

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

し
て
来
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
次
元
の
高
い
課
題
と
し
て
、
県
民

経
済
計
算
の
整
備
統
合
の
問
題
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
国
民
経
済
計
算
の
整
備
統
合
化
の
推
移
を
参
考
と
し
て

見
守
り
な
が
ら
、
県
民
経
済
段
階
に
お
け
る
独
自
の
立
場
や
特
殊
事
情

を
忘
却
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
理
論
と
実
際
の
遊
離
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
慎
重
な
論
議
と
研
究
を
今
か
ら
積
み
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
に
問
違
い
な
い
。

　
＠
県
民
福
祉
指
標
な
い
し
杜
会
福
祉
指
標
開
発

　
こ
こ
数
年
来
、
国
民
所
得
概
念
や
国
民
所
得
統
計
の
意
義
や
有
用
性

に
つ
い
て
、
矛
盾
な
い
し
限
界
を
主
張
す
る
論
議
が
俄
か
に
拾
頭
し
て

来
た
反
面
に
、
お
い
て
、
国
民
福
祉
概
念
や
国
民
福
祉
指
標
の
開
発
が
国

際
レ
ベ
ル
に
お
い
て
要
請
さ
れ
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
研
究
や

試
算
が
精
力
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

県
際
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
県
民
所
得
概
念
や
県
民
所
得
統
計
に
対
応

す
る
も
の
と
し
て
、
県
民
福
祉
概
念
や
県
民
福
祉
指
標
な
い
し
杜
会
福

祉
概
念
や
杜
会
福
祉
指
標
の
開
発
が
、
す
で
に
い
ち
早
く
、
数
多
く
の

県
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
そ
れ
自
体
独
自
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
が
、
国
民
所
得
・
県
民
所
得
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
五
六
一
）
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ゆ
る
所
得
概
念
や
所
得
統
計
の
整
備
発
展
が
新
し
い
展
開
を
遂
げ
る
た

め
の
側
面
課
題
と
し
て
も
と
ら
え
て
い
か
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
意
義
を

も
っ
た
も
の
と
し
て
、
今
後
に
お
け
る
国
民
所
得
統
計
・
県
民
所
得
統

計
の
整
備
発
展
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
県
民
福
祉
指
標
さ
ら
に
は
市
町
村
民
福
祉
指
標
に
つ
い

て
、
県
や
市
町
村
に
お
げ
る
独
自
の
開
発
が
推
進
さ
れ
る
傾
向
が
急
速

に
進
展
し
て
来
た
の
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
政
上
の
要
請
を
基

因
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
即
応
し
て
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用

の
普
及
と
い
う
技
術
的
要
因
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
。こ

こ
で
参
考
ま
で
に
、
県
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
す
で
に
杜
会
福
祉

指
標
の
作
成
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る
調
査
の
行
な
わ
れ
た
状
況
の

況
謝

状
年

成
４
８

乍
和

劇
偶指祉福会杜るげおに体治白方地表６第

称名の標指祉福会杜
肉

年成作
利

市県成作
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■

概
略
を
一
覧
的
に
示
せ
ば
、
第
６
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
同
表

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
現
在
で
作
成
中
で
あ
っ
た
県
市
と
し

て
、
埼
玉
・
千
葉
・
石
川
・
愛
知
・
京
都
・
鳥
取
・
広
島
・
徳
島
・
鹿

児
島
お
よ
び
沖
縄
の
一
〇
県
、
大
阪
市
の
一
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
な
お
ま
た
、
地
方
自
治
団
体
の
ほ
か
、
銀
行
そ
の
他
の
諸
機
関
に
お

い
て
も
、
こ
の
種
の
杜
会
福
祉
指
標
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
８
項
目
に
わ
た
り
、
新
標
準
方
式
移
行
後
の
現
行
県
民
所
得

統
計
の
、
今
後
に
お
げ
る
よ
り
い
っ
そ
う
の
整
備
発
展
の
た
め
に
残
さ

れ
た
、
基
本
的
た
諸
課
題
を
と
り
あ
げ
て
示
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
諸
課
題
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
全
く
の

新
規
の
課
題
と
目
さ
れ
る
も
の
は
別
に
な
く
、
す
べ
て
は
、
全
県
も
し

く
は
多
数
の
県
に
よ
り
、
従
来
か
ら
自
主
的
な
取
り
組
み
が
実
際
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、
た

ん
に
理
想
だ
げ
を
目
指
し
た
迂
遠
な
課
題
と
い
う
も
の
で
は
た
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
県
民
所
得
概
念
な
い
し
県
民
所
得
統
計
の
普
及
発
展

が
、
戦
後
初
期
の
頃
に
始
ま
る
か
な
り
長
い
歴
史
を
有
し
た
が
ら
も
、

国
民
所
得
概
念
な
い
し
国
民
所
得
統
計
の
あ
と
を
追
っ
て
、
絶
え
ず
新

し
い
展
開
を
統
げ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
っ
ぎ
っ
ぎ
と

　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
（
終
）
（
後
藤
）

新
し
い
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
整
備
発
展
の
実
績
を
移
み
重
ね
て

き
た
道
が
将
来
に
、
向
っ
て
も
ま
た
果
て
る
こ
と
な
く
敷
か
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
研
究
ノ
ー
ト
の
当
初
に
、
述
べ
た
ご
と
く
、
県
民
所
得
統
計
の
ご
と

き
、
い
わ
ぼ
国
内
地
域
別
所
得
統
計
の
普
及
発
展
は
、
世
界
各
国
に
比

類
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
諸
々
の
課
題
の
克

服
に
あ
た
っ
て
、
理
論
と
実
際
の
交
渉
の
面
に
現
実
的
な
解
決
方
法
を

求
め
な
が
ら
、
わ
が
国
の
県
民
所
得
統
計
は
、
将
来
に
お
げ
る
よ
り
い

っ
そ
う
の
普
及
発
展
を
目
指
し
、
着
実
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

八

結
　
言

　
本
研
究
ノ
ー
ト
と
り
ま
と
め
の
主
旨
は
、
序
言
に
述
べ
て
お
い
た
よ

う
に
、
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方
式
策
定
の
経
緯
と

の
関
連
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
統
計
作
成
の
実
際
面
に
主
眼
を
お
い
た

記
録
的
と
り
ま
と
め
を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
後
に
お
げ
る
県

民
所
得
統
計
の
発
展
方
向
に
関
す
る
、
筆
者
自
身
の
学
問
的
研
究
の
準

備
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
種
の
問
題
に
新
し
い
関
心
を
寄
せ
ら

れ
る
一
般
の
研
究
者
の
方
々
に
。
対
し
、
一
つ
の
記
録
資
料
を
提
供
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
五
六
三
）
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こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
県
民
所
得
概
念
や
県
民
所
得
統
計
に
関
す
な
諸
問
題

に
っ
い
て
、
理
論
面
か
ら
す
る
批
判
的
論
述
を
加
え
る
な
ど
の
こ
と
は
、

も
と
も
と
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
と
り
ま
と
め
の
段
階
で
は
特
に
意
図
さ
れ

て
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
今
後
の
本
格
的
研
究
の
た
め
に
残
さ
れ
た

課
題
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
本
研
究
ノ
ー
ト
と
り
ま
と
め
の
あ
と
を
ふ
り
返
っ

て
み
る
と
、
長
期
に
わ
た
る
事
実
経
過
の
経
緯
を
充
分
に
整
理
し
き
れ

ず
、
冗
述
や
重
複
記
録
に
流
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
執
筆
経
過
の
思
い
が

け
な
い
遷
延
の
た
め
に
、
と
り
ま
と
め
完
了
の
時
宜
を
失
た
い
、
や
や

中
途
半
端
た
段
階
で
打
ち
切
る
段
取
り
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
筆
者

自
身
の
反
省
と
Ｌ
て
指
摘
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
懸
念
を
あ
と
に
残
し
た
と
し
て
も
、
県
民
所
得
統
計
と

い
う
よ
う
な
、
国
民
所
得
統
計
に
も
増
し
て
、
理
論
面
と
実
際
面
の
交

渉
点
か
ら
の
検
討
や
分
析
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
研
究
課
題
に
対
し
、

一
般
に
不
足
勝
ち
と
さ
れ
て
い
る
、
実
際
面
に
つ
い
て
の
記
録
資
料
と

し
て
、
本
研
究
ノ
ー
ト
が
い
さ
さ
か
で
も
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ぱ

幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
最
後
に
参
考
ま
で
に
付
言
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
国
連
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
五
六
四
）

の
新
Ｓ
Ｎ
Ａ
で
国
内
地
域
勘
定
の
設
定
の
研
究
開
発
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
県
民
所
得
統
計
や
市
町
村
民
所
得
統
計

な
ど
の
、
い
わ
ぱ
地
域
別
国
民
所
得
統
計
の
将
来
の
整
備
発
展
の
方
向

に
大
ぎ
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。


